
Ｒ4年度の各専門部活動計画を抜粋してお知らせいたします。

イベント等の詳細や募集につきましてはその都度ご案内をいたしますので、その際は多数の

ご参加をお願いします。

【令和3年度 決算報告】

[収入の部] 単位：円

科   目 適用 予 算 額 決 算 額 比 較

前年度繰越金 1,067,105 1,067,105 0

協力金 1847所帯×850円・日赤・赤い羽根 3,052,360 2,989,350 -63010

交付金 地域づくり一括交付金 3,080,000 3,080,000 0

補助金 社会福祉協議会・赤い羽根募金事務費 536,000 537,680 1680

参加者負担金 事業参加者負担金・福祉給食負担金 96,500 110,000 13500

雑収入 預金利息 20 29 9

7,831,985 7,784,164 -47821

[支出の部] 単位：円

科   目 適用 予 算 額 決 算 額 比 較

地域自治活動部 252,000 71,225 -180775

総務・広報部 188,600 123,497 -65103

福祉部 455,000 575,271 120271

環境部 300,000 78,294 -221706

スポーツ振興部 704,000 142,109 -561891

青少年育成部 117,000 29,420 -87580

歴史・文化部 400,000 491,435 91435

地域安全部 130,000 109,283 -20717

まちづくり事業 1,138,800 738,800 -400000

3,685,400 2,359,334 -1326066

1,276,760 933,701 -343059

助成費 日赤活動資金・赤い羽根共同募金 1,422,410 1,495,360 72950

負担金 町民会議負担・市民会議負担金 10,000 0 -10000

1,437,415 0 -1437415

7,831,985 4,788,395 -3,043,590

＊比較増減については、予算を基準に増減表示しています。

  収入 7,784,164円 － 支出 4,788,395円 ＝ 2,995,769円

  収支差引金額 2,995,769 円を次年度に繰り越します。

令和3年４月１日～令和4年３月31日

合  計

事業活動費

管理費

合計

予備費

合計

石薬師地区明るいまちづくり協会

（総務・広報部）

令和4年(２０２２年)６月２０日号

石明協だより
いし めい きょう

新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から多くの活動が自粛されている中、当協議会に

於きましても、昨年度に続きまして、通常総会を書面表決により、４月２８日に開催しました。

全議案とも過半数の賛成多数により可決承認されましたので、以下に主たる議案の結果をご報告

をいたします。

令和4年度石明協総会が書面表決により開催されました

令和4年度事業計画

Ｒ４年度 総 会 特 集

＜石明協 定例会議＞

・役員会 毎月第３火曜日

・小役員会 毎月第２水曜日

・各専門部会 毎月･隔月1回

＜事務局＞

・４月 ４年度通常総会

・５年３月 定期監査

＜全体行事＞

・１１月

ふれあいフェスティバル

・１１月～５年１月

ウオークラリー

・５年３月

春のホースパーク(桜まつり)

＜地域自治活動部＞

・年５回 自治会連合会

第1ブロック理事会

・年４回 自治会連合理事会

・５月 日赤共同募金

・７月 参議院選挙立ち合い

・１０月 赤い羽根募金

・１１月＃1ブロック理事会

第1ブロック行政懇談会

・５年２月 視察研修

＜総務広報部＞

・１/月 定例部会開催

・６回/年 石明協便り発行

・情報提供向上講習会の開催

・協賛企業加入活動

＜青少年育成部＞

・安心・安全な環境づくり

(年４回)

・子供の居場所づくり

(年３回)

・地域での子育て風土づくり

(年３回)

＜歴史文化部＞

・部会開催

①毎月第２日曜日

②歴史再発掘小冊子

発行検討会

・郷土資料室運営

毎月第２日曜日

・歴史案内看板維持管理

＜地域安全部＞

・自主防災隊ポンプ

点検

(毎月１回）

・５月/１０月

タウンウオッチング及び

図上訓練

・１１月

石薬師地区自主防災隊

合同訓練

・１１月 特殊詐欺講習会

・通年

防犯灯及び空き家調査

＜福祉部＞

・移動支援(7月末めどに分析）

・行方不明者緊急捜索ネットワーク

・１１月 クリスマス会

・月１回 高齢者給食サービス

・防災対策

・１２月 友愛訪問

・公民館事業支援

＜環境部＞

・石薬師交差点花壇の維持管理

(除草・施肥等 年４～５回）

・花壇整備箇所の拡大事業（随時)

・９月 通学路クリーン事業

・空き家の調査・活用方法の検討

・農業・農地の後継者調査(随時）

・看板整備(随時)

＜ｽﾎﾟｰﾂ振興部＞

・４年４月 鈴鹿市西部地区

スポーツ大会(西部体育館）

・６月 西部地区ロゲイニング大会

(庄内会場）

・６月 春季球技大会

・７月 体育委員研修会

・１０月 鈴鹿市地区ロゲイニング

大会２０２２

・１０月 わくわく体験

ニュースポーツ大会

・１１月 秋季球技大会

・１１月 ファミリーバトミントン

・１２月 鈴鹿シティーマラソン



[収入の部] 令和4年４月１日～令和5年３月31日

科   目 適用 予算額 昨年度決算額

前年度繰越 2,995,769 1,067,105
協力金 １８５９所帯×８５０円・日赤・赤い羽根 3,004,850 2,989,350
交付金 地域づくり一括交付金 3,080,000 3,080,000
補助金 社会福祉協議会・赤い羽根募金事務費 530,000 537,680
参加者負担金 事業参加者負担金・福祉給食負担金 100,000 110,000
雑収入 預金利子 25 29
合計 9,710,644 7,784,164

[支出の部]
科   目 適用 予算額 昨年度決算額

事業費 地域自治活動部 261,000 71,225

総務・広報部 409,000 123,497

福祉部 620,000 575,271

環境部 450,000 78,294

スポーツ振興部 666,500 142,109

青少年育成部 126,000 29,420

歴史・文化部 530,000 199,903

地域安全部 180,000 109,283

まちづくり事業費 1,643,600 1,030,332

事業費合計 4,886,100 2,359,334
管理費 1,239,960 933,701
助成金等 日赤活動資金・赤い羽根共同募金 1,498,940 1,495,360

負担金 町民会議負担金・市民会議負担金 10,000 0

予備費 2,075,644

合計 9,710,644 4,788,395

部長

会長 小辻　一博(里)会

 熊沢逸雄(二)

副会長 部長

 兼環境部部長  中口　英治(中）

谷口光男(東)

副会長

兼 地域自治活動部長 部長

小辻一博(里）  野田うた子(鞠)民会

書記 【活動内容】高齢者福祉事業　子育てサポート事業

 永戸智子(中) 部長

会計  谷口　光男(東)

 山田雅一(花) ★地域の環境活動事業

理事

 伊東良司(中) 部長

 藤井　尉(栗)会  杉本　稔(東)

 雨宮章弘(本) ★地域住民がスポーツに親しみ健康で明るい社会生活を営む

 多田愛作(一)会

部長

監事  近藤春生(三)会

 椿　　正(二)会

 川北秀夫(原)

事務局長 部長

 岩谷　薫(一)  林　詔幸(一)

鈴鹿市地域づくり推進本部員 【活動内容】地域の歴史・文化を発掘・発信

 坂本悦子(地域振興部長) 部長

コーディネーター  川北淳二(原)会

 山際則明(石市民Ｃ所長)

代表支援職員

 伊藤泰延(土木部参事)

支援職員

 三井かおり(参事兼子供政策課長)

川北彩愛(総合政策課）

★地域の歴史・文化の発掘推進

★地域の安全・安心のための活動

総務広報部

福　祉　部

青少年育成部

歴史文化部

地域安全部

【活動内容】各種スポーツイベントの実施　

★青少年の安全・安心及び健全育成を目指す

【活動内容】青少年の健全育成
　　　　　　児童・生徒の安全・安心をサポート

【活動内容】組織全体の総括　財務・広報活動

★高齢者等の福祉事業

【活動内容】環境事業　農業活性化事業

スポーツ振興部

令和3年度石薬師地区明るいまちづくり協議会組織体制

地域自治活動部

★自治会運営事業

★財務・広報業務

環　境　部

令和4年度予算書 令和4年度石明協構成メンバー

【予算策定の考えかた】

令和３年度は、当初企画していた各専門部活動が、新型コロナ感染の終息が見えないことにより

多くの活動ができませんでした。結果として、多額の繰越金を計上することになりましたが

４年度としては、スタートに当たり、各専門部ごとに、あらためて活動の在り方や、あるべき姿

に向けて検討を行い、石明協全体としての予算配分を役員会にて確認して決定しました。

貴重な財源を、有効かつ最大限に実行するべく執行部として進めてまいりますので、ご理解とご

協力を宜しくお願いいたします。

まだまだコロナ禍の中、ウクライナ問題、諸物価高騰など色々な問題を抱えた中で、「石薬

師地区明るい町づくり協議会」(石明協）総会が昨年と同じく書面表決で行われ賛成多数で可決

承認されました。

昨年も、コロナ禍の中で活動の縮小や中止を余儀なくされましたが、本年は総会で承認され

ました事業を８つの専門部を中心に取り組み、「より楽しく、住んでよかった町石薬師」を目

指し、役員一同頑張ってまいります。

「まちづくり」の基本は、そこに住んでみえる皆さんの「こんなまちに住みたい、こんなま

ちであってほしい」といった世代間を超えた一人一人の声だと思います。今後の各種の事業へ

の積極的な参画と、ご意見、御理解、御協力を宜しくお願いいたします。(熊沢会⾧談）

組織を代表してのご挨拶

監事

東上 晃(二)会

川北 秀夫(原)

事務局⾧

岩谷 薫(一)

兼環境部⾧

野田うた子(鞠)

近藤春生(四丁)会

川北淳二(原)

小辻一博(里)会

鈴鹿市地域づくり推進本部員

坂本悦子(地域振興部⾧)

コーディネーター

山際則明(石市民Ｃ所⾧)

支援職員

杉野公規(福祉医療課)

川北彩夏(総合政策課)

三谷将誉(子供育成課)


